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【届出の対象とした募集（売出）内国

投資信託受益証券に係るファンドの

名称】

 

楽天日本株トリプル・ブル

 

 

【届出の対象とした募集（売出）内国

投資信託受益証券の金額】

 

118,378,576,773円とします。

 

 

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。
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Ⅰ【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

平成26年9月12日付で提出した有価証券届出書（平成27年3月16日付および平成27年7月27日付をもって提出

した有価証券届出書の訂正届出書により訂正済み。以下「原届出書」といいます。）表紙の記載事項のうち

「届出の対象とした募集（売出）内国投資信託受益証券の金額」および原届出書の記載事項のうち「第一部

証券情報（３）発行（売出）価額の総額」にかかる発行（売出）価額の総額について、有価証券届出書提出

にあたっては営業部が販売額の見積りを行い、運用部がその額を了承、企画部によって開示書類へその額が

記載されて、申込期間中にコンプライアンス部にて発行（売出）価額の累計額推移が管理されているべきと

ころ、信託金の限度額と同義のものと誤認していたため、その管理体制の不備により当該申込期間（平成26

年9月13日～平成27年9月10日）における発行（売出）価額が当該上限額を超過しておりました。よってその

訂正を行うため本訂正届出書を提出するものです。

 

Ⅱ【訂正の内容】

原届出書において、以下に記載した箇所を、＜訂正前＞の内容から＜訂正後＞の内容に訂正します。

　　　　　 部分は、訂正部分を示します。

 

【表紙】

 
【届出の対象とした募集（売出）内国投資信託受益証券の金額】

＜訂正前＞

1,000億円を上限とします。

 

＜訂正後＞

118,378,576,773円とします。

 

 

第一部【証券情報】

 
（３）【発行（売出）価額の総額】

＜訂正前＞

　　　1,000億円を上限とします。

 

＜訂正後＞

118,378,576,773円とします。
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